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1 バス交通関連経費 施策の概要 1 27年度において更なる充実を図るべき。 政策推進室

2 人権啓発費 施策の概要 3
性同一性障害者の人権問題は重要である。啓発等に取り
組む考えはあるのか。

生涯学習部

3 文化センター運営経費 施策の概要 3
文化センターの３館集約化が予算に明確にされていな
い。

生涯学習部

4 生涯学習推進経費 施策の概要 5
巨額なガレリアかめおかの委託経費を無駄のないよ
う、削減の方向で見直すべきである。

生涯学習部

5
姉妹都市・友好都市交流4市
招聘事業（仮称）

予算（案）の概要 11
60周年記念事業の姉妹都市招聘に係る公費支出は適当
か。

生涯学習部

6 亀岡会館費 施策の概要 1
亀岡会館の使用停止のなか、同じ亀岡城下町地区のなか
に会館機能を有する施設の存続が必要でないか。

生涯学習部

7
人権啓発事務経費
人権教育経費

施策の概要
３
１４
人権関連事業は生涯学習部と教育部において類似事業
や予算計上の仕方について整理する必要がある。

生涯学習部
教育部

8 生涯学習部 施策の概要
補助事業が内規で整理されている。要綱等を定め根拠を
明確にし、補助事業の内容と成果を市民に知らせる必要
がある。

生涯学習部

9 民生費 提出予定議案の概要 5
義務的経費の増加が見込まれるのに扶助費では決算ベースの
金額で計上されている。補正予算対応とのことだが、それでは財
政非常事態という問題意識が見えてこない。

総務部・監査

10 環境保全対策経費 施策の概要 2
不法投棄撲滅パトロール等業務委託料の随意契約、委託
先は適正か。

環境市民部
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11
アユモドキが棲み続ける環境
保全事業経費

施策の概要 2
生息環境再生整備実験及び環境調査業務委託料につい
て、調査経費は高額であり期間を明確にする必要がある
のではないか。

環境市民部

12 敬老事業経費 施策の概要 9
以前から指摘している。財政状況が厳しいなか、整理しな
いといけない。

健康福祉部

13 公立保育所運営経費 施策の概要 16 公立保育所職員の雇用形態には問題がある。 健康福祉部

14 法内扶助費 施策の概要 23
生活保護費の口座振込支給は、ケースワーカーと受給者
が相談する機会を失うことにはならないか。

健康福祉部

15 商工業振興対策経費 施策の概要 13
①商工業振興事業補助経費の使途、効果が不透明。
②元気企業支援事業補助経費の補助対象企業数は適切
か。

産業観光部

16
観光推進経費
（観光パンフレット・スマートフォ
ンアプリ制作業務委託料）

施策の概要 14
アプリの充実化に対し、利用者数が少ない状況をどのよう
に解決するのか。

産業観光部

17 住宅建設事業費 施策の概要 11
（入居希望状況、他の空き住宅、民間空き家の活用等を
踏まえ）低所得者への住宅確保策としての有効性は。

まちづくり推進部

18 公園緑地管理経費 施策の概要 8
亀岡運動公園プール維持修繕工事に係り、財政事情によ
るプールの公共運営のあり方を考えるべき。

まちづくり推進部

19 就学奨励経費 施策の概要 1
H２６年度、H２７年度で各４００万円減額されているが、H２
５年９月決算特別委員会事務事業評価の結果を受け、ど
う検討したのか。

教育部

20
大規模スポーツ施設関連事業
経費

施策の概要

①治水上の安全が確保できない。
②多額な予算をこの事業に投入することはどうか。
③情報を公開し、議会との共有が必要である。
④アユモドキが棲み続ける環境保全事業経費は未来戦略
一括交付金を財源（１／２）にしているが、この交付金は他
の財源にした方がよいのではないか。

プロジェクト・チーム
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